
災害時における子どもの心のケア

当時の政府は「国内法で既に子どもの権利

は守られている」として国内法を整備しな

かった

国連子どもの権利委員会から国内法の整備

についてたびたび勧告を受けるが、政府は

応じてこなかった

社会の流れ

子どもの権利を守る様々な役割

調査・提言
をしていく
第三者機関

コミッショナー

オンブズパーソン アドボカシー
アドボケイト

子どもの側に

立って代弁

子どもと執行機関

との間に入る人

今回の改革では「子どもコ

ミッショナー」の設置は見

送られ、今のところ検討さ

れていません

「子どもの権利条約」
第12条　意見表明権

※日本ユニセフ協会抄訳

子どもの権利条約における４つの原則は次のように決まっています。

・命、生存及び発達に対する権利

・子どもの最善の利益

・子どもの意見の尊重

・差別の禁止

日本は1994年に批准（条約に対する国家の最終確認、同意手続き）を行い

ました。

今回成立した「こども基本法」とは子どもの権利条約に対する国内法と位

置付けられ、これまではっきりと明言されてこなかった「子どものため」

の法律となります。

子どもの意見もしくは権利、と聞いてなにを思い浮かべますか？学校へ行き、勉強をすること？友達と

仲良く遊ぶこと？

大人が忘れがちなのは「子どもは大人の付帯ではない」ということです。

日本は昔から家長制度で、家庭の中では家長（男性）の意思決定が絶対とされてきました。

昨今は家長制度に対する意識は薄れてきていますが、子どもの意思決定権を未だに大人が握っている現

状は少なからずあるのではないでしょうか。子どもの意見や権利と聞いて、「子どもの言うことを聞い

ていたらワガママに育つのでは？」という声は少なくありません。

良い子に育てるためと言いながら必要以上に叱責などをして厳しく育てようとするのは、子どものため

ではなく、大人が子どもを管理しやすくするためです。こうした関わりは、家庭のみならず教育の場で

も多くみられていました。

これこそが子どもの権利の侵害なのです。

現在は子どもの主体性を育てるという考えへの理解が進み、教育現場や保育の場、さらには家庭でも子

どもの意見や考えを尊重した関わりが増えています。しかし社会全体で見ればまだまだ周知されている

とはいえないのです。

義務教育の中で

「こんな条約がある」という

情報しか習わず、細かい内容などが

教えられないどころか、示されてない

ことがある。（群馬県・16歳・男子

ぜ～んぶ　“
意見表明”

やりたくない！

・わたしの意見を全部聞いてから、ママが話してくれた。（小学4年生/女）

・きいてほしいときに、ゆっくりきいてくれる（小学2年生/男）

・怒らずに悪いことを聞いてくれた時（小学4年生/男）

・やさしくうなずいてくれた（小学2年生/女)

・おそとであそべないときになにをしたいかきいてくれた（小学1年生/男）

・頭ごなしに勉強と言われなかった（高校1年生（15歳相当）/男）

国立成育医療研究センター コロナ×こども本部 2022年3月

おとながこどもの気持ちや考えを

よく聞いていると思ったのは、

①だれが、②どのようにしてくれたときですか？

☆大人は子どもの声を大切にしている？

子どもの言っている
ことを、そのまま受
け止めている？

子どもの話したいことと、
大人の聴きたいことは違う

子どものことを決めるときに、
子どもの意見を聞いてる？

☆親だけでなく周りの大人の役割☆
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四日市市ファミリー・サポート・センターの現状

濃い色の地域は、依頼に対し援助会員が特に足りない

地域です。周辺地域の方を含め空いている時間を活用

してお手伝いしていただけませんか。

援助の内容・件数(半期)　22/4/1～2023/3/31　

保育所・幼稚園の送迎    　　　　　　 　    　 ４７４

保育所・幼稚園の送迎に伴う預かり 　  　　    １４９

保育所等施設入所前の援助　　　　　　　 　　　　２

保育所・幼稚園の帰宅後の援助                       　２２ 

学童の小学校への送り　  　　　　　  　　 　        ０

学童の放課後の援助�　　 　　　　　　 　          　６

学童保育への送迎�　　 　　　　  　　            １３０

学童保育への送迎に伴う預かり �　　　            　  ０

保育所・学校などの休みの時の援助         　　       ４

障がい児の援助　　　　　　　　　　 　　　　１８２

保護者の用事等の場合の援助　　　　　 　      １１４

習い事への送迎�  　　　　  　    　                ２６８

妊娠・出産前後の他の子どもの援助          　   　４１

病児保育施設自宅間の送迎                                  １ 

緊急時の預かりなど　　             　　　          　  ３

宿泊を伴う援助　　　　　　　　　　　　　　 　　０

合計                            　　　　  　　　　 １３９６

会員数

(人)

依頼会員

援助会員

両方会員

合　　計

2023年3月末

８５０

５７９

　４８

１４７７

援助会員講習会を受講して

森島　あつ子さん

「子どもの権利条約」の理念が盛り込まれた待望の国内法

「こども基本法」が28年を経て2022年６月に国会で成立しました。

図表2-1-3-3-2　地域の人との関わり方：何でも悩みを相談できる人がいる(性別、年齢別)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない 無回答

23.6 0.7

16.1 27.0 25.4 30.8 0.8

28.3 25.6 21.8

22.9 30.3 28.4 17.7 0.7

24.1 24.1 26.1 24.7 0.9

18.8 28.3 20.8 30.7 1.4
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n

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

性

年
　
　
　
　
　
　
　
齢

そう
思う
(計)

そう
思わない

(計)

51.9 47.5

43.0 56.2
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44.6 55.4

R5年　内閣府　子ども若者の意識と生活に関する調査(R4年度)

能登半島地震から3か月あまりが経ちます。

お正月の団らんが一瞬にして様変わりする様子を見ても「まさか自分が生きている間に地震は起こらないだろう」と

どこかで思ってはいないでしょうか。

今回、阪神・淡路大震災をきっかけにNPOを立ち上げ、各地の災害現場でボランティアをしてこられた市民活動団体 

防災一座代表 松野博さんにお話を伺い、災害時の子どもの心を守るためにできることを考えてみました。

「別に……」
「なんでもない」

お母さんには本当
のことは言えない

空気を壊し
たくない

どんな答えを期待
しているのかな

　災害の備えというと、防災グッズや避難経路を確認す

ることなどが思い浮かぶ方が多いと思います。今回松野

さんのお話を伺い、災害時の慣れない環境で過ごすため

に、人がその人らしく過ごすための備えもあることに気

付きました。特に災害の影響を受けやすい子どもにとっ

て、遊んだり、学んだりできる普段と変わらない環境づ

くりがとても大切になります。平常時に周りの大人が、

いかに子どもの権利を尊重した生活ができているかがと

ても大切だと感じました。

　ファミリー・サポート活動では、毎日の生活の中で市民

が地域の子どもたちを見守り、子どもにとってよりよい

支援となるよう活動をしています。平常時からできる備え

のひとつとして大きな役割を果たしていると思います。

登録を希望される人は

以下のものをお持ちください

・登録者(保護者)の写真２枚

　(縦３ｃｍ×横２.５ｃｍ)

　四日市市ファミリー・サポート・センターでは、ファミリー・サポート活動の趣旨と大切に

している考え方を理解していただくために、依頼会員向けの講習会を年4回開催しています。

同日、新規会員登録会も行いますので、入会をお考えの方は受講してください。

2023年度

依頼会員講習会・新規依頼会員登録会のお知らせ

対象      　すでに依頼会員として登録している人、またこれから登録したい人

日程    　  第3回　12月9日(土)、第4回　2024年2月17日(土)

　　　　　時間　  13：00～16：00　(講習のみの方は14：40終了)

　　　　　　講習会終了後、希望される方は依頼会員の登録手続きができます。

会場      　四日市市三浜文化会館　

定員      　保育の都合により、20名程度　(先着順に受け付けます)

参加費      無料　

申込方法　ＴＥＬにてお申し込みください (TEL　059-323-0023)

保育　      有り/無料(事前にお申し込みください)　　保育対象：満6か月～

あなたも里親に！

家庭養護 家庭

より家庭的な養育環境より家庭的な養育環境

施設養護
家庭的養護

家庭養護 家庭

より家庭的な養育環境より家庭的な養育環境

施設養護
家庭的養護

　私が援助活動の中で出会った子ども達は、私に沢山の元気と笑顔を持って来てくれました。

　…ゲームのルールを覚えられない私に、呆れながらも、繰り返し教えてくれる子…。『好きな子が2人

いる…』と、小さな恋心を話してくれる子…。『ナイショ…ネ！』と念を押して話し始める子…。(内緒

話は墓まで持って行きます！)

　彼らと出会わなかったら、この楽しい時間は生まれなかった…。私の大切な思い出です。

　そして、いつも笑顔のセンターの皆さんにも感謝です！私の話を丁寧に聞きとり、一緒に考えてくださ

る…。強い味方が側にいる様な安心感の中で、活動を続けてきました。又、他の会員さんとも親しくなり、

互いの悩みを話したり、アドバイスをもらったり…！

　子ども達のおかげで、私の人生はにぎやかになりました。今後も、どんな出会

いが待っているのか、楽しみです。沢山の素敵な出会いをくださる皆さん、子ど

も達に感謝します。

言うことが当たり前

・聞いてもらえる

・そのままの自分でいられる

子どもの最善の利益

意見表明権

対等な関係

子ども 大人

　子どもの声に

  耳を傾けているのだろうか

わかっているけど、

できない時もあるよね

⇔ その繰り返し ⇔

《子どもの権利条約》

　ファミリー・サポート・センターは、地域で子育てを助け合う組織です。ファミサポという地域の

子育てを通して社会に関わることは、社会貢献のひとつになります。

　ただ現状として、新規援助会員の登録は年間十数名となっており、依頼に対して紹介が難しい状況

が依然として続いています。みなさまに援助会員として、地域の子育てにご協力いただける方を必要

としています。

　より多くの方にファミリー・サポート活動を知っていただくため、「ぽわんぽわん」を設置してい

ただける場所を探しています。「ぽわんぽわん」は年に２回発行し、子育てに関わる情報や講習会案

内を掲載しています。地域活動のひとつとして、設置をご協力いだだける方や場所がありましたらセ

ンターへご連絡ください。

援助会員・両方会員募集！ & 
　　　　　会報誌“ぽわんぽわん”設置のお願い

大人：→

・自分の気持ちよりも、

　大人の反応を優先

どんな環境なら

子どもの声が届くのか

安心して

話ができる

意見が言える

関心を持つ

受けとめる

共感する

繰り返し

・子どもを尊重しない

・支配しようとする

↓

・大人に認められたい

◇お互いに尊重し合い

　信頼できる関係

大人の意識を

変える

大人子ども

言っても怒られ
るだけだし

親を悲しませ
たくない

どうせダメって
　言われるし…

子ども
　「さあ言ってごらん」って

   言われてもね

　言葉にはならない子どもの態度、表情や感情も、「子どもの声」です。援助活動中にも、

そのような「声」に接します。周りの大人たちが子どもの声を受けとめ、関わり続けるこ

とで安心した環境となり、子どもは自分事として物事を捉えていきます。地域活動として

のファミリー・サポートの役割のひとつとなっています。

　◇ ファミリー・サポート活動 ◇

　長年、援助会員として活動されてきています。主に預かりの援助をされ、中には保育園児の時から援助

していた子どもが、小学生にあがってからも森島さんの援助を楽しみにしている子もいます。多くの子ど

もたちの成長を見守り、その関わりの中で感じていることを伺いました。

→

＊援助会員になって協力！

　より多くの方にファミリー・サポート活動を知っ

ていただくため、広報誌「ぽわんぽわん」を置いて

周知にご協力いただける、四日市市内の商店や企業

などを探しています。

　ご協力いただける際には、センターまでご連絡く

ださい。

＊ファミリー・サポート・センターの

　広報誌を置いて協力！

　依頼に対して援助会員が不足している状況が続い

ています。

　空いた時間に地域の子育てに参加して、地域社会

と関わりませんか？

　子どもの育ちを見守り、一緒に活動してくださる

方を募集しています。

できるところからはじめてみようファミサポ活動！

　四日市市ファミリー・サポート・センターでは、ファミリー・サポート活動の趣旨と大切にし

ている考え方を理解していただくために、援助会員も学んでいる基礎講座「子どもの権利」につ

いて、依頼会員になられる方にも受講いただいています。

2024年度

依頼会員講習会・新規依頼会員登録会のお知らせ

登録を希望される人は以下
のものをお持ちください

・登録者(保護者)の写真２枚

　(縦３ｃｍ×横２.５ｃｍ)

対象      　すでに依頼会員として登録している人、またこれから登録したい人

日程    　  6月29日、9月14日、12月7日、2025年2月15日　すべて土曜日

　　　　　時間　  13：00～16：00　(講習のみの方は14：40終了)

　　　　　　講習会終了後、希望される方は依頼会員の登録手続きができます。

会場      　四日市市三浜文化会館　

定員      　保育の都合により、20名程度　(先着順に受け付けます)

参加費      無料　

申込方法　ＴＥＬにてお申し込みください (TEL　059-323-0023)

保育　      有り/無料(事前にお申し込みください)　　保育対象：満6か月～

体験サービス

・毎月 1日、15日　0:00～24:00

・正月三が日 1/1　0:00 ～ 1/3 24:00 

・防災週間 8/30 9:00 ～ 9/5 17:00

・防災とボランティア週間 1/15  9:00 ～ 1/21 17:00

災害伝言ダイヤル　1 7 1

いざという時のために体験してみませんか！ 援助会員・依頼会員で、一度やってみましょう！！

子
ど
も

大
人

ファミリー・サポート活動

遊べる環境、学べる環境

地震ごっこあそび

　　･･･みたくない大人もいる

聞いてくれる大人がいる

おりこうさんでいなくてよい　

　という場所づくり

泣きたいときに泣く

伝えたいことを伝える

できないことは断る

体を動かす

ストレス発散できる環境を考える

遊びができる環境

やりたいことを思い切りできる空間

子どもの心が壊れない

ために必要なこと

お利口さんでいなくて良い場所をつくる

以前と変わらない環境をつくる

気持ちや思いを吐き出してよい環境をつくる

学べる環境をつくる

指示しないで子ども見守る

大人の役割をさせていないか気にかける

地震ごっこなどの遊びを見守る

話を聞いて寄り添う

大人の役割

《ユニセフ》

子どもにやさしい

　　空間ガイドブック

《内閣府》

避難所運営ガイドライン

《三重県》

避難所運営マニュアル　基本モデル

避難所開設や運営の方針を記載

《四日市市》

四日市防災対策条例

災害に強く、災害対応力に優れたまち」

の実現に向け、防災対策を推進してくた

めの条例

様子：感情を出さない，口数が減る，不安，

怖がる，おちつかない，攻撃的になる，

大人の役割を引き受ける

気持ち：大人は大変そう，良い子でいなきゃ

，勉強・受験が心配
うケースが多く、体を動かしたり、感情を出せる普段

と変わらない居場所で、対等な立場の大人の存在が求

められる。身近な大人が子どもの様子を受けとめ見守

ることが、大切なサポートになる。子どもの心の安定

のため、子どものことを大人は知識としてもっていて

ほしい。

「災害時の子どもの様子から考える私たちの役割」　

普段と変わらない居場所で、対等な

立場の大人の存在が求められる。身

近な大人が子どもの様子を受けとめ

見守ることが、大切なサポートにな

る。子どもの心の安定のため、子ど

ものことを大人は知識としてもっていてほしい。

言うことを聞いて

おとなしくして

わがまま言わないで

これからの生活が不安　

落ち着かない

口数が減る

攻撃的に
　　　なる

おちつかない

様子

気持ち
勉強・受験が心配

・避難所運営マニュアル　基本モデル（三重県）

　避難所開設や運営の方針を記載

・四日市市防災対策条例　「災害に強く、災害対

応力に優れたまち」の実現に向け、防災対策を推

進してくための条例

　「備え」には「グッズの準備」と「その人らしく過ごせる環境づくり」があ

り、特に後者は日々の人との関わりの中で作りあげられていくものです。

　日常生活の中で、子どもの意見に耳を傾け、対等な関わりを持つ大人がいれ

ば、子どもにとって安心して大人たちに気持ちや思いを伝える事ができるでしょ

う。子どもが子どもらしく過ごせる環境づくりは、そのような関係性の上で形

になっていくと考えています。普段から地域の子どもと対等に話をしたり、子

どもの権利を保障する大人がどれだけ周りにいるかは、災害時にその人らしく

過ごすためにとても大切な「備え」です。

平常時からできる災害への備え

　震災前・震災時・震災後にわけてお話をしてくださいました。

その中でも「生き延びるため」には当事者や周りの人たちが被災

者の権利を尊重することが大切で、国際的には被災者を守るため

の国際基準によりすでに保障されているとのことで、日本の遅れ

を感じました。

　特に、災害時に平常心を装い良い子で過ごした子どもたちは、

のちのち心が壊れてしまうケースが多いそうです。普段と変わら

ない居場所の必要性や無理な手伝いをさせないために、周りの大

人が子どもの権利を保障した対応をしなければならないと力を込

めてお話されました。

　日常生活の中で、子どもの意見に耳を傾け、対等な関わりを持

つ大人がいれば子どもは安心して大人たちに気持ちや思いを伝え

る事ができるでしょう。災害時に子どもが子どもらしく過ごせる

環境づくりは、そのような日常での関わりの積み重ねがあってこ

そ意味があることと思います。

　普段から地域の子どもたちと関わりを持ち、その声を聴こうと

することこそが子どもを守る「備え」になると感じました。

松野さんのお話から

「日常の積み重ねが災害時に活かされる」

災害時の様子や気持ち

小谷さん

浅海さん

伊藤さん
市川さん

・仕組みづくりに当事者としてできるこ

　とを考えたいと思いました。　

・すでに1人の人格を持った人間として

　子どもと接していきたいと思いました。

水谷さん

猪熊さん

浅海さん

子どもは一人の人間として

扱われる権利があることを

忘れず育児をしていきたい

と思いました。

子どもの権利条約の概念の話の中で「子ど

もは大人への準備期間ではない」に対して

そういう風に考えたことがなかったので違

う考え方を知ることができました。

子どもにとって必要なもの

“評価されない居場所・

　ありのままを認めてもら

　える場所”　

子どもと親は対等な関

係という言葉を聞いて

ハッとしました。

・社会が子どもを育てるしくみづくりに当事者

　としてできることを考えたいと思いました。

・すでに1人の人格を持った人間として子どもと

　接していきたいと思いました。　

「子どもの権利について」を受講して

感想が寄せられていますので、ご紹介いたします。

乱暴な言葉遣いや
態度

・尊厳ある生活への権利

・人道支援を受ける権利

・保護と安全への権利

《スフィア基準》

災害や紛争の被災者に対する人道支援

活動のために策定された、「人道憲章

と人道対応に関する国際的な最低基準」

《人道憲章》

国際基準

被災者を守るための権利や条例

《ユニセフ》

子どもにやさしい空間→子どもが安心して

過ごすことのできる居場所作りの重要性や

その方法

・尊厳ある生活への権利

・人道支援を受ける権利

・保護と安全への権利

《スフィア基準》

災害や紛争の被災者に対する人道支援

活動のために策定された、「人道憲章

と人道対応に関する国際的な最低基準」

《人道憲章》

国際基準

被災者を守るための権利や条例

《ユニセフ》

子どもにやさしい空

　　　　↓

子どもが安心して過ごす

ことのできる居場所作り

の重要性やその方法

災害時にみられる子どもの様子

・尊厳ある生活への権利

・人道支援を受ける権利

・保護と安全への権利

《スフィア基準》

災害や紛争の被災者に対する人道支援

活動のために策定された、「人道憲章

と人道対応に関する国際的な最低基準」

《人道憲章》

国際基準

被災者の尊厳を守るための国際基準

『子どもにやさしい空間ガイドブック』

　→子どもが安心して過ごすことのできる

　　居場所作りの重要性やその方法

《ＣＰＭＳ》

『人道行動における子どもの保護の

最低基準』

《ユニセフ》

☆ 2024年度の予定は下記のとおりです。

　 同日、新規会員登録も行いますので、入会をお考えの方は受講してください ☆

大人の気持ち

急に泣き出す

良い子で
いなきゃ

乱暴な
言葉づかいや

態度

役に立つ人で
　　　いなきゃ

子どもの行動

“平気”を装う

さわがないで

周りの目が気になる

大人が助かる子

　　でいてほしい

がまんして

     ほしい

子どもの心のうち

パニックになる

頭が真っ白

・あそびたい

・泣きたい

・何もしたくない

・つかれた

・こわい、不安

子どもも大人も

頭が真っ白

不安
なんで私が

　こんな目に…

良い子で

　いてほしい

お手伝いして


